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１ 管 理 部 門 

（１）法人の概要

【事業内容】 
公益財団法人北海道精神保健推進協会は、精神保健思想の啓発普及と精神障碍者等(メンタル

ヘルスケアの諸問題を抱える人を含む。)の社会参加を促進し、精神障碍者等の福祉の向上に寄

与することを目的として運営しており、定款に掲げる事業は、次のとおりである。 

・精神保健思想の啓発普及 

・精神障害者等の社会復帰のための医療施設(デイケア及び診療所)の設置及び運営 

・障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

・障害者総合支援法に基づく一般相談支援事業・特定相談支援事業 

・障害者地域生活支援センター等の相談支援事業に対する指導援助 

・精神障害者等の就労・雇用に向けた支援 

・地域精神保健・医療・福祉充実のための支援 

・精神保健医療福祉に関する調査研究 

・その他本会の目的を達成するために必要な事業 

○法人の主な事業 

精神障碍者の社会復帰や社会参加の促進を図ることを目的に、精神科デイケア施設（独

立型）である「こころのリカバリー総合支援センター」を運営するとともに、多機能型事

業所として、「ここリカ・プロダクション」を運営している。また、相談支援事業所「コ

コクル」を設置している。 

「リカバリーセンター」では医学的管理のもとに、通所者への個別的相談や指導、社会

的自立のための基礎的訓練、生活指導、作業訓練、レクリエーション、体力づくりなどを

週間プログラムに沿って実施している。 

また、北海道から委託事業として、高次脳機能障碍者の受け入れ（平成１６年度～）や

精神障碍者の入院から地域生活への移行支援事業の実施（平成１９年度～）、「北海道ひ

きこもり成年相談センター」の運営（平成２１年度～）を行うほか、札幌市からの委託事

業として、「札幌市ひきこもり地域支援センター」（平成２７年度～）の運営を行ってい

る。 

【役員】 理事9名・監事2名・評議員10名 

※氏名等資料編（38Ｐ）に掲載 

【法人職員】（合計 19名：常勤職員 12 名、非常勤職員 7名）※R6.3.31 現在

○「こころのリカバリー総合支援センター」 

 ・常勤職員  7 名 所長（医師・理事長）、事務職員 1名、精神保健福祉士 3名、 

作業療法士 1名、保健師 1名、(精神保健福祉士・兼務 1名) 

   ・非常勤職員 3 名 医師 1名、作業療法士 1名、事務職員 1名 

○就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」 
・常勤職員   4 名 管理者（精神保健福祉士）、職業指導員（精神保健福祉士）1名、 

目標工賃達成指導員 1 名、生活支援員 1 名 

      ・非常勤職員 4 名 調理員 4 名、 

○相談支援事業所「ココクル」 
・常勤職員   1 名  管理者（精神保健福祉士）、（相談員（精神保健福祉士・兼務））
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（２）理事会・評議員会等
区     分 年月日、会場等 議事等の内容 

令和 5年度第 1回理事会 令和 5年 4月 13 日 

書面表決 

令和5年度第1回評議員会の招

集について 

令和 5年度第 1回評議員会 令和 5年 4月 20 日 

書面表決 

理事の選任について 

当法人監事による令和 4 年度

決算等監査 

令和 5年 5月 19 日 

於：こころのリカバリー総合 

支援センター 

令和 4 年度 事業の実施状況、

予算執行状況、財産目録等関係

帳票の監査 

（出席） 

監事 2名 

令和 5年度第 2回理事会 令和 5年 6月 5日 

オンライン開催 

令和 4 年度 事業報告、決算報

告及び令和 4年度補正予算等 

令和 5年度度第 2回評議員会 令和 5年 6月 21 日 

オンライン開催 

令和 4 年度 事業報告、決算報

告及び令和 4年度補正予算等 

令和 5年度第 3回理事会 令和 6年 3月 11 日 

かでる２・７ 920 会議室 

令和 6年度事業計画、収支予算

等 

令和 5年度第 3回評議員会 令和 6年 3月 24 日 

かでる２・７ 920 会議室 

令和 6年度事業計画、収支予算 
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２ 事 業 部 門 

１「精神障碍者等」の社会参加への支援 

 イ 精神科デイケア事業（こころのリカバリー総合支援センター） 

 ① 精神科デイケアの実施 

ａ デイケア事業概況  

R5 R6

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

20 21 22 22 22 21 23 21 22 20 20 21 255

146 148 152 151 155 156 156 155 155 156 155 156

9 9 10 10 10 10 10 10 10 10 11 11

511 609 669 666 663 553 508 453 525 463 521 554 6,695

34 35 47 41 46 39 39 36 46 37 42 35 477

2 3 5 2 4 1 2 2 3 24

1 1 2

2 1 2 1 2 1 4 6 19

1 1

25.6 29.0 30.4 30.3 30.1 26.3 22.1 21.6 23.9 23.2 26.1 26.4 26.3

延べ出席者数
（デイケア等）

下段:高次脳再掲

通所開始

下段：高次脳再掲

通所終了

下段：高次脳再掲

一日平均出席数

開設日数

月間在籍者数
 下段：高次脳再掲

ｂ 令和５年度に在籍した通所者の概要 
表.1-1 通所者の件数

男 女 計

前年度から継続 105 40 145
当年度に通所開始 15 9 24

計 120 49 169

表.2-1 通所者の年齢
年齢区分 男 女 計

10～19歳 0 3 3
20～29歳 28 16 44
30～39歳 38 14 52
40～49歳 30 10 40
50歳以上 24 6 30

計 120 49 169
平均年齢 39.0 35.4 37.2
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表.3-1 疾患別状況
人数 構成

F2 統合失調症 41 24.3%
F3 気分（感情）障害 46 27.2%
F4 神経症性障害 24 14.2%
F6 人格障害 0 0.0%
F7 精神遅滞 4 2.4%
F8 発達障害 33 19.5%
F9 行動および情緒の障害 9 5.3%
G4 てんかん性障害 1 0.6%
G9 神経系のその他の障害 0 0.0%
高次脳機能障害（※） 11 6.5%

計 169 100%

表.4-1 通所年数
通所年数区分 通所者 終了者 計

１年未満 20 4 24
１年以上～３年未満 27 1 28
３年以上～５年未満 27 3 30
５年以上～１０年未満 39 6 45
１０年以上 37 5 42

計 150 19 169
平均通所年数 6年5ヶ月 7年5カ月 6年6ヶ月
最短通所年数 25日 9ヶ月
最長通所年数 24年8ヶ月 26年3ヶ月

表.5-１ 出席状況
通所日数区分 在籍者 終了者 計

50日以下 105 19 124
51日以上～100日以下 22 0 22
101日以上～150日以下 18 0 18
150日以上～200日以下 5 0 5
201日以上 0 0 0

計 150 19 169
平均通所日数 47.9 22.5 46.1

ｃ 年度別通所開始者・終了者     
（高次脳機能障害　再掲） (単位:人)

年      度 通所開始者 通所終了者

昭和63年度～令和4年度 956 805
高次脳機能障害 47 40
令和5年度 24 19
高次脳機能障害 2 1

980 824
49 41

計

ｄ 年度別通所終了者の理由 
年　　　度 就労・就学 事業所 在宅 中断 入院 死亡 その他 計

昭和63年度～令和4年度 136 177 166 40 231 11 42 803 

（高次脳機能障害　再掲） (4) (15) (10) (6) (2) (3) (32)

令和5年度 5 4 8 0 2 0 0 19

（高次脳機能障害　再掲） (1) (1)

141 181 174 40 233 11 42 822 

(4) (15) (11) (6) (2) (3) (33)

総数

総計

ｅ 通所希望見学者及び体験者数              
（単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
精神科デイケア 1 4 6 3 2 1 2 1 5 2 3 6 36
高次脳機能障害 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

見学・体験者数

※疾患別状況（高次脳機能障害内訳）

人数 構成
F04　器質性健忘症候群 8 72.7%

F07　器質性パーソナリティ行動障害 2 18.2%
計 11 100%

F06　脳損傷、脳機能不全および
　　　身体疾患による他の精神障害 1 9.1%
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ｆ デイケア年間行事実施状況 

月 日 行事名 人数（メンバー）
5 5 特別デイケア 33
7 15 センター祭 54
8 10 就労ナイトケア 20
9 23 特別デイケア 17
10 9 特別デイケア 14
10 20 イベント「ここリカアスロン」 29
11 3 特別デイケア 15
12 29 特別デイケア 27
1 8 特別デイケア 12
2 12 特別デイケア 12
2 22 ナイトケア「にんげん図書館」 11
3 23 特別デイケア、市民講座 12

ｇ 関係団体の支援及び各種行事への参加状況 

月 日 行事名
4 7 札家連　家族講座
5 12 札家連　家族講座
6 16 札家連　家族講座
7 1 第11回北海道チャンピオンズカップ（フットサル）　参加
7 21 札家連　家族講座
8 18 札家連　家族講座
8 24 第30回記念　札家連ソフトボール大会1日目
9 25 第30回記念　札家連ソフトボール大会2日目【3位】
10 21 第5回ともにカップ（フットサル）　参加
10 25 札家連　家族講座
11 20 札家連　家族講座
12 23 ソーシャルフットボールサポーターズカップ2023　参加
12 26 札家連　家族講座
2 28 札家連　家族講座
3 11 札家連体育大会　参加
3 27 札家連　家族講座

ｈ 地域生活支援事業 

  ・地域生活支援業務 
（単位：回）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 小計
家族訪問及び同行支援 0 0 0 1 3 0 0 1 1 1 3 1 11
関係機関とのケース会議 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
関係機関連携（電話・来所等） 0 1 3 1 3 2 1 0 1 0 0 2 14

・個別相談関連業務件数 

（　）は高次脳再掲

メンバー 36 (0) 81 (1) 71 (0) 70 (0) 102 (1) 70 (0) 67 (0) 68 (2) 82 (1) 66 (0) 63 (1) 75 (1) 851 (7)
OB 0 (0) 1 (0) 0 (0) 3 (0) 4 (0) 1 (0) 3 (0) 0 (0) 5 (0) 2 (0) 2 (0) 1 (0) 22 (0)
家族 0 (0) 4 (0) 0 (1) 0 (1) 2 (0) 2 (0) 1 (0) 0 (0) 1 (1) 2 (0) 0 (0) 3 (0) 15 (3)
一般 0 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 2 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 5 (0)

（単位：回）
9月4月 5月 6月 7月 8月 3月 計10月 11月 12月 1月 2月
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② ＯＢ会活動支援 

ａ アフターケア（ＯＢ会）関連業務 

月 日 曜日 内 容 場 所
参加
人数

機関紙（こまん・たれ・ぶー）編集・発送

元気でやっとる会（交流会）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

③ 家族会活動支援 

ａ 家族会関連業務 

(単位:人)

月 日 曜日
出席

人数

4 19 水  令和5年度リラの会総会 15名

5 17 水 19名

6 21 水 10名

7 15 水 12名

8 16 水 4名

9 20 水 15名

10 18 水 15名

11 15 水 13名

12 20 水 10名

1 17 水 6名

2 21 水 4名

3 19 水 5名

毎月第1水曜日に会報誌「窓」の発送を行っている。

内　　容

 センター祭参加
　たこ焼、焼きそばの調理販売

 新年の顔合わせ
　今年の抱負などを会員全員で話し合い

 1年を振り返って話し合い
　今年を振り返りながら来年度の例会内容など

  前職員を招いて「親なき後について」　

 話し合い
　　センター祭打合せ及び話し合い

 話し合い
　子の思い、親の思いなど自由に話し合う

 「グループホーム」についての話
　　NPO法人FEELSの代表を招いて

 「成年後見制度、生命保険信託」についての話
　　法律事務所弁護士・生命保険会社を招いて

 阿部所長の話
　「日本の精神科医療の構造的な問題点」など

 「臨床美術」の体験
　NPO法人アート・ウイズ・ライト代表を招いて

 「事例から見るひきこもり支援～相談のあれこれ」
　ひきこもり支援に対するセンターの取り組みについて

ロ 障碍者就労支援事業 

ハ 障害者総合支援法に基づく福祉サービス事業 

（１） 多機能型事業所（就労移行支援事業・就労継続支援Ｂ型事業）の運営 

① 就労継続支援Ｂ型事業所の運営 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症は５類感染症に変更され、事業所内では感染

予防を緩和しながらも継続しており、業務は支障きたすことなく継続できている。 
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事業所では、これまでも講義や実習生の受け入れにより精神障碍当事者の経験を伝えて

きた。令和５年度には、学生以外にも、民生委員児童委員に対して当事者の経験を伝える

講話の依頼もあり、道内６か所の会場で報告を行っている。研修アンケートより「障碍者

の体験や障碍に対して理解が深まった」や、「当事者の内面や健康的な部分を知った」とい

う感想が多く寄せられた。また、講演の準備にあたり、メンバーが自分の体験や障碍につ

いて考える機会となり、他のメンバーと一緒に共有する中で自分の本音を伝えたり、仲間

を信頼するといった変化が生まれるなどの変化も見られている。 

また、講義での伝え方は講話形式の他に、にんげん図書館（リビングライブラリーの手

法を活用した啓発活動）を実施する機会が増えたほか、全国各地のリカバリーカレッジ実

施団体や砂川市の当事者団体等と協働して一般市民が参加できるイベント内で実施するこ

とができた。体験談を話す対象が学生以外にも一般の方々となる機会を得ることができた。 

情報発信については、ラジオ放送のほかに YouTube などの動画配信サービスを活用しな

がら、自主企画の活動も展開している。 

映像制作や会議・研修中継の業務については、前年から連続して依頼される業務を継続

している。業務に慣れたメンバー退所することもあるため、新たなメンバーが技術を習得

し、業務に慣れる機会も繰り返し行っていくことが今後求められる。 

令和５年当初の利用登録者は 14 名であり、年度途中で就労やボランティア活動のため３

名が退所している。 

ａメンバーの概要 （令和 6年 3月 31 日現在） 

○登録者 12 名  

○性別： 男性 9名、女性 3名  

○年齢： 平均 42.1 歳 （最低 24 歳、最高 58 歳） 

○障碍の状況：  

障碍名 人数 

知的障碍   1 

精神障碍  11 

計  12 

ｂ福祉手帳取得状況 （令和 6年 3月 31 日現在） 

手帳等級 人数 

療育手帳Ｂ  1 

療育手帳Ｂ－  2 

精神保健福祉手帳２級  7 

精神保健福祉手帳３級  2 

計 12 
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ｃ通所者数 

通所状況 

ｄ工賃 

〇支給額 

工賃支給額 5,218,788 円

平均工賃月額 46,763 円

〇工賃支給実績の推移 

※令和 5年度より算出方法が変更となっている。 

ｅ活動内容 

○行政との協働（委託事業など）の実績 

市町村名 内容 

札幌市 札幌市防災 DVD 複製業務 

○他の NPO・市民活動団体との協働の実績 

区分 件数 内容 

活動報告 7 件 
民生委員・児童委員、全国消費生活相談員等への活動報告・

当事者体験の講話した 

防災に関する研修等 7 件 災害時用配慮者避難に関する研修会(6 回）・講義(1 回) 

商品販売 1 件 
当事業所で制作した商品を北広島福祉ショップふゅーるで

通年販売した 

デザイン制作 4 件 
にんげん図書館や名刺等に使用する似顔絵イラスト作成、 

DVD ラベルに使用するイラスト作成 

令和 5年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

登録人数 14 14 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 12.9 

平均通所者数/日 11.0 11.2 11.0 10.1 10.1 10.3 10.3 10.6 9.8  9.8  10.1 9.6  10.3  
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区分 件数 内容 

書籍販売取扱業務 1 件 
北海道大学病院リハビリテーション部発行の高次脳機能障

碍の書籍「今日はくもり、明日は晴れ」の注文対応及び発送

業務を行った。取扱数は 39 冊であった。 

○講義実績 

区分 依頼先 

精神保健福祉学科等 6 大学 2専門学校 

作業療法学科 3 大学 2専門学校 

看護学科 5 大学 

その他 12 団体 2学校 

新型コロナウイルス対策の行動制限緩和に伴って、対面での講義を実施した。講

義・グループワークの他、にんげん図書館などの語りを通して当事者を理解してもら

う方法も取り入れている。また、援助実習を希望する養成校には、学生に講義をする

機会を設けてもらい、学生が当事者理解や事業所の活動に対する理解が深まるように

している。 

○撮影・映像制作（依頼による） 

区分 件数 内容 

撮影・映像制作 20 件 
障碍者技能競技会のダイジェスト映像、学習教材映像、

研修会記録映像等の制作 

オンライン配信 16 件 研修会などのオンライン配信 

前年度と比較して、研修教材の制作依頼は４件増加しており、オンライン配信研修

会の件数は 2件減少した。 

○撮影・映像制作（自主企画による） 

作品名 回数 摘要 

Youtube でのライブ放送（定期配信・収録配信） 25 回 第 1･3 火曜日午後配信 

これまでの映像を配信する技術を活かしながら、事業所スタッフメンバーの情報発

信の場を設けている。 

○ラジオ放送

番組 回数 放送局／周波数 摘要 

「ここプロありのままラジオ 

 ～ファンキーで行こう！」 

毎週木曜日 14:30～15:00 放送 

52 回 
エフエムアップル 

76.5MHz 

令和元年５月 

より放送 
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○イベント企画 

〇第 3回全国リカバリーカレッジ文化祭 in 名古屋 

  セッション「ヒューマンライブラリー生きている本との対話」 

〇第 2回にんげん図書館 in 砂川オアシスパーク 

〇当法人公開市民講座「生きている本」が語る～障碍をもって生きるってどんなこと？～」 

ヒューマンライブラリーは「生きている本（当事者）」を「読者（参加者）」へ貸し

出す図書館を見立てた対話型のイベントである。第 3回全国リカバリーカレッジ文化祭

では当事業所メンバー4名が「生きている本」として、スタッフは司書となり、語りを

通して読者に当事者体験を伝えている。 

② 就労定着支援事業所の運営 

  令和 5 年 4 月時点での利用者２名は就業を継続している。うち 1 名は期間満了により

支援を終了した。就労継続支援 B型事業所から就労したメンバー1名に対して、支援開始

しており、継続して働くことができるように支援していく。 

就労継続支援 B 型事業所から就労を目指しているメンバーもいることから、今後必要に

応じて就労定着支援への登録を勧め、就労定着の支援を行っていく。 

（２）相談支援事業所の運営 

① ココクルの運営 

当法人では「精神障害者等の社会参加の促進」を目的としており、これまでデイケア

通所者や家族等からの相談に応じているところである。障害者総合支援法に基づき、①

就労支援事業やグループホーム等の障害福祉サービスの利用促進を図るため、②ここリ

カ・プロダクションやその他障害福祉サービスの利用更新（概ね 1 年毎）のため、平成

28 年に相談支援事業所を開設し医療から福祉へ繋がる支援を行っている。令和 5 年度の

実績としては下記のとおりとなっている。 

○相談実績（件数） 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

新規 0 1 2 0 1 0 0 0 1 1 0 1 7 

電話・メール
相談 

12 15 18 15 10 14 16 17 19 15 18 13 182 

面接相談 11 14 16 13 12 15 14 13 15 13 12 15 163 

訪問・同行 
支援 

6 9 12 10 11 14 16 17 15 12 18 16 156

関係機関と
の連絡 

10 13 15 14 12 15 17 19 16 14 19 18 182 

２ 精神障碍者の社会参加を支える体制の整備及び啓発普及 

 イ 精神保健思想の啓発普及と研修事業 

 ① 地域精神保健スタッフ等研修事業 

 ａ デイケア・事業所スタッフのための研修・講座 

コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止した。
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 ② 実習生、見学の受け入れ事業 

 ａ 施設見学等来所者状況 

月 日 曜日 人数

8 1 火 11

8 25 金 1

9 5 火 札幌市精神保健福祉相談員研修 12

11 29 水 1

12 18 月 1

2 5 月 あるく（札幌市障がい福祉サービス事業所）職員 1

2 27 火 札幌学院大学学生 2

29

内　容

天使大学院生

北海道札幌稲穂高等支援学校教員

合計

家庭生活カウンセリングセンター受講者

札幌医科大学保健医療学部看護学科学生

 ｂ 実習生受入状況・教員会議及び訪問による打ち合わせ 

人　数

10

2

看護学科（北海道医療大学・札幌医科大・札幌保健医療大） 27

4
43

13回

3回

計

福祉系学科（北海道医療大・札幌学院大・星磋道都大・北翔大・心療福祉）

作業療法学科（北海道大学・札幌医科大学・吉田学園）

医学部（北海道大学）

内　容

実習事前訪問等対応
実習指導者会議等出席（オンライン会議も含む）

 ③ 各種研修会への講師派遣及び企画運営の支援事業 

社会福祉団体など関係機関の要請に基づき、研修会への講師派遣や企画運営等への協

力・技術支援を行っている。 

 ④ 市民講座の開催 

   日 時：令和 6年 3月 23 日（土）13：00～16：00 

   会 場：こころのリカバリー総合支援センター 

   内 容：「生きている本」が語る～障碍を持って生きるってどんなこと？ 

      ここリカ・プロダクションメンバーによるにんげん図書館と施設見学 

   参加者：14 名 

 ⑤ 障碍者のスポーツ振興への協力 

精神障碍者のスポーツ振興の意味も含め、精神障碍者団体への体育館貸出などへの協

力を検討中である。 
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⑥精神障がい者地域移行研修事業の実施 

ａ 地域移行研修 

圏域
開催日・会場

参加者数（当事者再掲）
内 容

南渡島・
北渡島檜山・
南檜山

令和 5年 11月 28日(火)
会場：北斗市かなで～る

大会議室
参加者数：40名 (4名) 

○講義「臨床場面のコミュニケーションの質を考える
～オープンダイアローグとピア茶話会を比較して」
講師：こころのリカバリー総合支援センター 所長
助言者：ここリカ・プロダクションピアスタッフ

○報告「地域移行（退院促進）支援について」
 報告者 函館渡辺病院 医療福祉支援科 佐藤貴之氏

亀田北病院 地域連携室    藤田雅弘氏
富田病院 地域医療連携係   松田征洋氏
なるかわ病院 医療相談室   山村 哲氏

     八雲総合病院 地域医療連携課 吉田尚教氏 
○演習「「圏域・職種を混ぜてディスカッション」
○発表「グループ毎に報告」・まとめ

札幌 令和 6年 2月 2日～
3月 15日

期間中再生数：111回

動画視聴研修
① 講演『誰もが安心して“わが町”で暮らしてい

くために必要なこと』
②実践報告「わが町での“にも包括”とは？」

後志 令和 5年 7月 1日～
8月 15日

視聴申込：7機関 14名

動画視聴研修
①講演『誰もが安心して“わが町”で暮らしていくため

に必要なこと』
②実践報告「わが町での“にも包括”とは？」

令和 5年 9月 22日
会場：後志総合振興局
参加：36名 (4名) 

○「保健所の紹介～あなたの地域に保健所があります」
報告者 小樽市保健所健康推進課 主査  吉川里紗 氏

岩内保健所健康推進課 保健師  田尾遥菜氏
倶知安保健所健康推進課 保健師 川上斉子氏

○演習「保健所に聞きたい・知りたい」

令和 6年 1月 26日
会場：倶知安町保健福祉会館
参加：43名 (3名) 

○話題提供「地域実践から知る後志の住居探しの問題」
 話題提供 いしばし病院地域移行推進室 福吉綾子氏
      羊蹄山ろく相談支援センター佐々木加奈子氏
      しりべし圏域総合支援センター寒河江美幸氏
○講演「精神障がい者の地域生活を支える

～（株）N.フィールドの実践」
講師：（株）N.フィールド住宅支援部 課長 谷所敦史氏

南空知 令和 6年 2月 27日
会場：まなみーる
参加：26名 (5名)

○活動報告「精神障がい者地域生活支援事業」
南空知地域生活支援センター

○演習
中空知 令和 5年 9月 4日

会場：砂川市地域交流センタ
ーゆう

参加：45名 (4名)

○動画視聴「あらためて地域移行とは？」
     ～ピアサポーターの役割も含めて～
○グループ討議
「地域移行をすすめるための課題、それぞれの立場から」

令和 5年 11月 30日
会場：砂川市地域交流センタ

ーゆう
参加：41名 (3名)

○動画視聴「ピアサポーター紹介動画」
○講義「道内のピアサポート活動について」

講師：こころのリカバリー総合支援センター 課長
○グループ討議

北空知 令和 5年 11月 28日
会場：サークルハウス

ふれあいセンター
参加：32名 (12名) 

○説明  北空知圏域地域移行支援協議会会長 板谷氏
○講演「医療保険制度と成年後見」
講師：東ケ丘病院 精神保健福祉士 板谷氏

○講演「リカバリーストーリー」 
北空知障がい者支援センターあっぷる ピアサポーター2名

○講演「地域定着支援の実践報告」
北空知障がい者支援センターあっぷる相談支援専門員 高田氏
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圏域
開催日・会場

参加者数（当事者再掲）
内 容

留萌 令和 5年 9月 5日
場所：留萌圏域地域生活

移行支援協議会
参加：17名

○説明「地域包括ケアシステムについて」
報告：留萌圏域地域生活支援センター

令和 5年 10月 6日～
11月 30日

参加：8名

動画視聴研修
①講演『誰もが安心して“わが町”で暮らしていくため

に必要なこと』
②実践報告「わが町での“にも包括”とは？」

西胆振 令和 6年 2月 26日
場所：東胆振圏域研修
参加：5名（3名）

○動画視聴「地域生活を送る精神障害者を知ろう」
○受講「東胆振圏域における精神障害者地域生活支援事
業について」 講師：苫小牧地域生活支援センター

○受講「日本社会が精神障がい者を扱ってきた歴史を
学ぶ～診察場面でのコミュニケーションを考える」
講師：こころのリカバリー総合支援センター 所長

○グループワーク
東胆振 令和 6年 2月 26日

会場：苫小牧市福祉ふれあ
いセンター

参加：32名（5名）

○動画上映「地域生活を送る精神障害者を知ろう」
○活動報告「東胆振圏域における精神障害者地域生活支
援事業について」 講師：苫小牧地域センター

○講義「日本社会が精神障がい者を扱ってきた歴史を
学ぶ～診察場面でのコミュニケーションを考える」
講師：こころのリカバリー総合支援センター 所長

○グループワーク
日高 令和 5年 10月 13日

会場：浦河町総合文化会館
参加：15名（7名）

○講演「当事者研究の誕生」
講師：東京大学先端科学技術研究センター綾屋紗月氏

○研究発表「世界の当事者研究」
  中国・韓国・ニュージーランド当事者

上川中部 令和 5年 10月 28日
会場：旭川市障がい者福祉

センターおぴった
参加：48名（4名）

○講演「診察室で考えていること」
講師：倶知安厚生病院 医師 土田正一郎氏

○事例検討「20歳未満で長期入院している当事者の
退院支援について」 

事例提供：旭川市障害者総合相談支援センターあそーと
相談支援専門員 佐藤剛 氏

上川北部 令和 6年 3月 7日
会場：名寄市立総合病院
参加：24名（3名）

○講演「統合失調症と地域移行」
講師：名寄市立病院 医師 野口剛志氏

○事例検討「精神障がいのある方の就労支援」
  事例提供：士別市役所

富良野 令和 6年 2月 2日
会場：ラベンダーの郷
参加：12名

ディスカッション「富良野圏域における地域移行・地域
定着支援の体制やそれぞれの役割を考える」
進行：社会福祉法人蒼渓会 有野哲章氏

宗谷 令和 5年 10月 6日
会場：稚内総合福祉センター
参加：21名（4名）

○報告「宗谷圏域における精神障がい者地域生活支援事
業の状況」 サポートセンターゆかり ピアサポーター

○講義「地域で支えあえる精神障碍者支援のヒント
～オープンダイアローグを参考に」

講師：こころのリカバリー総合支援センター 所長
○事例提供  事例提供：稚内病院医療福祉相談室 釜 氏
○演習

北網・遠紋 令和 5年 8月 3日～
8月 4日 

会場：北見市東地区
公民館

参加：16名（6名）

○ピアカウンセリング研修
オリエンテーション
演習 信頼関係とグループづくり
演習 信頼関係作りの基礎Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

※全課程修了者には参加証を発行

令和 5年 12月 1日
会場：紋別市総合福祉センター

はーとぴあ２１
参加：54名（12名）

○「ピアサポーターとわいわいトーク de学び合おう
～地域で精神障がい者とかかわるために～」

○報告及び演習
進行：北網・遠紋圏域、宗谷圏域、道北圏域、

上川中部圏域ピアサポーター
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圏域
開催日・会場

参加者数（当事者再掲）
内 容

十勝 令和 5年 12月 8日
会場：帯広市保健福祉

センター
参加：60名（2名）

○講演「アウトリーチを通してみえてきた地域生活支援とは」
講師：こころのリカバリークリニック十勝 吉川徹 氏

○活動報告  帯広生活支援センター
○状況提供  帯広保健所 岡崎奈穂美氏

釧路・根室 令和 5年 7月 21日
会場：釧路市柳町スケートリ

ンク場会議室
参加：45名（2名）

○研修「精神領域の支援について」
報告：釧路市保健所 大水賢憲氏

根釧地域生活支援センター 当事者 他
○情報提供

令和５年度地域移行研修については、センター長会議等にて打ち合わせを行い、各圏域が

希望する研修について意向を確認した後、研修企画を行っている。 

また、オンデマンドによる研修素材も準備して各圏域の状況に対応した研修を実施できる

ようにしている。 

 ｂ 地域移行エリア交流（課題・テーマ別）研修会 
研修概要 内 容

令和 5年 9月 28日(木) 
～9月 29日(金) 

会場：かでる 2・7 
520会議室

参加者数（当事者再掲）：
81名 (14名) 

【１日目】
○研修の趣旨説明
○基調報告基調報告 「北海道の動向について」

講師：北海道保健福祉部福祉局障がい者保健福祉課
精神保健医療係  武者 哲也 主任

○演習①「コロナ禍における圏域ごとで取り組みの振り返り」
○全体報告～圏域毎に報告

【２日目】
○スキルアップ研修「支援におけるソリューションの視点」

講師：こころのリカバリー総合支援センター 所長 
○演習②「圏域を混ぜてディスカッション」
○演習③「職種別のディスカッション」
○演習④「圏域に戻って話し合い～ロードマップの作成」
○全体会・まとめ

 ｃ ピアサポーター研修会 
研修概要 内 容 

令和 5 年 10 月 25 日(水)
～10月 27日(金) 

会場：かでる 2・7 
 730 会議室 

参加者：76 名 (60 名) 

【１日目】 
○挨拶・理事長講話 
○演習・アイスブレイク 
【２日目】 
○講演「ピアの歴史を紐解く」 
   講師：こころのリカバリー総合支援センター 所長 
○経験別グループワーク 
○ワークショップ「今の自分を構成しているものって？」 
  説明／演習／グループ内発表 
【３日目】 
○ワークショップ「あのピアに聴いてみたい 

～新人ピアから経験豊富なピアへ」 
○研修グループ振り返り 

 ピアサポーター研修実行委員会 
開催日 内 容 

第 1回 8 月 7日(月) 
第 2 回 8 月 22 日(火) 
第 3 回 9 月 20 日(水) 
第 4 回 11 月 16 日(木) 

ピアサポーター研修会の企画検討 

今年度の構成は 3圏域のピアサポーター及び当法人職員による 
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 ｄ その他 

   （１）オンデマンド研修 

○地域移行研修会映像（2023 年 3 月 7 日旭川市にて実施した録画映像） 

①
講演『誰もが安心して“わが町”で暮らしていくために必要なこと

 ～精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業より～』
講師 社会福祉法人養和会 理事長 廣江 仁 氏

②

実践報告「わが町での“にも包括”とは？」
 旭川市の実践について～旭川市自立支援協議会地域連携部会
 北広島市の実践について～北広島市自立支援協議会にも包括プロジェクト

   函館市の実践について～函館市自立支援協議会（職能団体、包括支援センターとの協働）

 （２）センター長会議 
開催日 会議 内  容

令和 5年 4月 25日 第１回センター長会議
（zoom）

道内各センター長と情報交換、意見交換（今年度研修計
画、各圏域の近況報告、オンデマンド配信など）

令和 5年 7月 12日 第２回センター長会議
（zoom）

道内各センター長と情報交換、意見交換（全道ピア研修
など確認）

令和 5年 9月 28日 第３回センター長会議
（対面、zoom）

道内各センター長と情報交換、意見交換（今年度研修計
画、各圏域の近況報告）

令和 6年 3月 1日 第４回センター長会議
（zoom）

道内各センター長と情報交換、意見交換（今年度研修計
画、各圏域の近況報告）

各圏域間での情報共有及び意見交換の機会となるよう道内各センター長との会議を設けた。 

 （３）ピアサポーター会議（zoom） 
開催日 参加者 内  容

令和 5年 4月 20日 43名 全道ピア研修について意見交換

令和 5年 5月 18日 51名 テーマトーク「普段交流の少ない圏域の方々と話してみたい
 ～食のハナシ～」

令和 5年 6月 15日 42名 発題トーク：富良野・上川中部ピアサポーター
「自分たちにとっての理想の社会とは」～居場所について～

令和 5年 7月 20日 49名 発題トーク：後志ピアサポーター
「コロナ禍を経て、改めてピア活動を考える」

令和 5年 8月 17日 43名 アイスブレイク：西胆振ピアサポーター
テーマトーク：「ピアになって日常生活に役立ったこと」

令和 5年 9月 21日 43名 テーマトーク：「全道ピア研修に期待すること」

令和 5年 11月 16日 37名 全道ピア研修プログラム「聞きたい・伝えたい」PartⅡ

令和 5年 12月 21日 40名 報告 遠紋圏域研修「ピサポーターとわいわいトーク de学びあおう」
意見・感想、圏域からの情報提供

令和 6年 1月 18日 39名 テーマトーク「2024年の目標」

令和 6年 2月 15日 42名 話題提供：阿部理事長
「動画を視聴して阿部先生と語ろう」

令和 6年 3月 21日 47名 テーマトーク「今年度の振り返り、次年度どんな活動をしたいか」

コロナ禍により地域移行支援の活動ができなくなったピアサポーターの活動へのモチベ

ーションを保つために、他圏域のピアサポーターと交流できる場としてピアサポーター会

議を継続開催している。

 ロ 高次脳機能障碍者支援事業等 

 ① 相談窓口及びリハビリ提供・地域生活支援事業【在宅生活支援事業】 

  １．支援プログラムの実施状況及び相談件数 
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○リハビリテーションプログラム実施状況（※通所登録者数は各月末時点） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

通所登録者（人） 9 9 9 10 10 10 10 10 10 10 11 11  

実施回数（回） 20 21 22 22 22 21 23 21 22 20 20 21 255 

延べ人数（人） 34 35 47 41 46 39 39 36 46 37 42 35 477 

1 日平均通所者（人） 1.7 1.7 2.1 1.9 2.1 1.9 1.7 1.7 2.1 1.9 2.1 1.7  

・A 氏 30 代後半男性 交通事故後の器質性情緒不安定性障害 

・B氏 20 代前半女性 脳機能不全による人格および行動の障害 

〈登録者の動向〉 

 コロナウイルスの流行により、他の持病があるため通所を中断する方、高齢のため外出は

自粛するという方が依然としている。他事業所を併用利用している方もいる。 

【プログラムの内容】 

ＡＭ：全通所者による話し合いで構成される文化系活動 

（カラオケ、カードゲーム、茶話会等） 

   全通所者による話し合いで構成されるスポーツ活動 

（バドミントン、バレー、卓球等） 

   小グループ（クローズグループ）による話し合いで構成される活動 

（料理、話し合い、外出等） 

   軽スポーツ エクササイズやヨガ等のゆるやかな運動 

治療系プログラム（心理教育、WRAP、自分のトリセツ作り、アンガーマネジメント等） 

ＰＭ：全通所者による話し合いで構成される文化系活動 

（カラオケ、カードゲーム、茶話会等） 

 全通所者による話し合いで構成されるスポーツ活動（バドミントン、バレー、卓球等） 

行事の企画運営グループ等 

クラブ活動（陶芸、絵画、英会話、茶道、スポーツ、卓上ゲーム、麻雀等） 

行事への参加：センター祭 等  

※通所日数は、他機関との併用、体力や精神的疲労の度合いなど個々の状況に合わせて

決定している。その中で複数あるプログラムから自分に適したプログラムを選択し参

加する。（必要に応じスタッフがプログラム選択の助言を行う） 

○相談支援件数と内容 

【相談内容】 

・本人 対人関係や生活上の悩みや不安、就労先での工夫、日

常生活における計画や手順の工夫など  

・家族 関わりの苦労、工夫を聴くほか、本人と他の家族との意

思疎通や目標確認、年金等の手続きの相談 

・医療機関（脳神経外科・リハ科・精神科病院、クリニック） 

退院後の支援、リハビリテーションについて  

・行政機関、就労支援・介護支援・相談支援事業所 受け入れ先

について、対応困難なケースについて 

 計 

電話（家族・本人） 13 

電話（関係機関） 12 

来所相談 20 

訪問・同行 35 

文書・メール 34 

見学（家族・本人） 1 

見学（関係機関） 1 

計 116 
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○同行支援・家庭訪問と内容 

 ・家庭での生活状況の確認や家事等の本人の自立に向けた助言、指導を行った。 

○精神科医による診察

 ・外来診察 【33 件】 

近年はデイケア利用者だけではなく、定期的な診察や生活支援のために利用する方も増

えている。手帳の申請や、裁判に係る意見書も作成。 

２．支援計画の作成と評価 

 ○新規支援計画の作成 

  医師の診断とコメディカルによる認知機能、ADL 評価を行い、今後必要とされる地域資

源やリハビリプログラムの検討を行った。 

○本人・家族の目標設定と振り返り 

 実  施  内  容 

４月 座談会（グループの中でのリハビリの振り返りとフィードバック） 

４月 定期面接（本人・家族同席での振り返りと目標設定） 

１０月 座談会（グループの中でのリハビリの振り返りとフィードバック） 

１０～１１月 定期面接（本人・家族同席での振り返りと目標設定） 

３．支援調整・検討会議の開催 

○施設内支援検討会議 
 回数 実 施 内 容 

5 月 1 対応の検討、支援計画の評価検討

10 月 2 対応の検討 

11 月 3 ケース検討、支援計画の評価検討 

12 月 1 対応の検討

1月 1 対応の検討

2月 1 対応の検討

3月 7 対応の検討 

○他機関との支援調整会議 

○その他他機関との連携 
実施日 参加機関 内 容 

4 月 19 日 本人、当センター職員、不動産会社 自立に向けて物件の相談 
6 月 22 日 家族、当センター職員、区担当者 年金申請のための相談 
8 月 9 日 本人、当センター職員、区担当者 年金申請のための相談 
8 月 17 日 家族、当センター職員、区担当者 年金申請のための相談 
2 月 8 日 本人、当センター職員、国際交流

サポートセンター職員 
本人の今後の生活に向けて相談同行 

実施日 参加機関 内 容 

2 月 8 日 本人、当センター、国際交流サポートセンター職員 今後の生活に向けて 

3 月 14 日 当センター、地域包括支援センター、区担当者、ケ
アマネ、コロポックル 

本人とご両親の支援に
ついて 

3 月 26 日 本人、当センター、GH 職員 今後の生活に向けて 
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４．関係機関相互の情報交換及び参加研修会等 
実施日 実 施 内 容 主 催 

6月14日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会① 講習会実行委員会 

6月28日 令和5年度 第1回高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会 国立障害者リハビリテーション
センター 

6月28日 令和5年度 第1回支援コーディネーター全国会議 国立障害者リハビリテーション
センター 

7月26日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会② 講習会実行委員会 

8月15日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会③ 講習会実行委員会 

9月20日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会④ 講習会実行委員会 

11月1日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会⑤ 講習会実行委員会 

11月1日 高次脳機能障害委託事業者打ち合わせ会議 北海道 

11月19日 北海道 高次脳機能障害 リハビリテーション講習会 講習会実行委員会 

12月1日 令和5年度高次脳機能障がい者支援連絡会議 北海道 

12月20日 高次脳機能障害者 リハビリテーション講習会実行委員会⑥ 講習会実行委員会 

2月16日 令和5年度 第2回高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会 国立障害者リハビリテーション
センター 

2月16日 令和5年度 第2回支援コーディネーター全国会議 国立障害者リハビリテーション
センター 

５．支援ネットワークの構築 

ホームページやパンフレット、研修会等で当施設を知った関係機関からの支援法や情

報を求める連絡を受け、これまで確立したネットワークをもとに情報の伝達を行った。

また、ケースを通じて就労継続事業所や保健師、介護支援専門員、訪問リハスタッフな

どで支援目標の確認を共同して行うことや研修会の企画を共同して行うことで、お互い

に相談でき対応の調整がしやすくなった。 

６．講演・講師派遣 

〇 高次脳機能障害リハビリテーション講習会について 

北海道高次脳機能障害リハビリテーション講習会の実行委員会事務局として運営。 

日時：11 月 19 日（日） 13:00～16:00 北海道大学学術交流会館 講堂 

開催テーマ「障害を持った私と就労～十人十色のストーリー～」 

第 1部【体験談・支援報告】 

・クロスジョブ札幌 当事者 T氏 クロスジョブ札幌 角井氏 北大病院 玉川氏 

・こころのリカバリー総合支援センター  

当事者 M氏 こころのリカバリー総合支援センター阿部氏 野上氏 

概要： 当事者から受傷後のストーリーを語っていただき、支援してきた関係機関より

解説や補足を行った。 

第 2部 Q＆A コーナー 

概要：申込時に受け付けた質問（5問）を事前に実行委員に振り分け、スライドを準備し

た上で当日に     

回答した。当日会場から回収した質問にもピックアップして答えた。内容としては、

症状についてや支援体制や就労についての制度のことなどが寄せられた。 

〇普及啓発 

北大リハビリテーション部が作成した書籍「今日はくもり。明日は晴れ」の販売代行 
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 ハ ひきこもり対策推進事業 

 ① 北海道ひきこもり成年相談センターの運営 

② 札幌市ひきこもり地域支援センターの運営 

ａ 相談支援実施状況 

１．相談支援概要 

 ○相談件数（北海道）   （単位：件）

相談件数計 354
新規相談 56 
継続相談 298 

○相談件数（札幌市）
相談件数計 2,673

新規相談 254 
継続相談 2,419 

○相談件数（合計） 
相談件数計 3,588

新規相談 310 
継続相談 2,717 

２．相談方法別内訳 

 ○相談方法内訳（北海道） 

 新規 継続 計 構成比 

電話 62 85 147 25.3% 

来所 2 89 91 15.7% 

メール 26 283 309 53.2% 

アウトリーチ 3 10 13 2.2% 

出張相談等 1 1 2 0.3% 

小計 94 468 562 

連携 - 19 19 3.3% 

計 94 487 581 100% 



２２

○相談方法内訳（北海道） 

 新規 継続 計 構成比 

電話 30 29 59 16.4%

来所 5 59 64 17.8%

メール 10 187 197 54.7%

アウトリーチ 11 19 30 8.3%

出張相談等 4 4 1.1%

小計 56 298 354

連携 - 6 6 1.7%

計 56 304 360 100%

※「電話」にオンライン相談 1件を含む 

○相談方法内訳（札幌市） 
  新規 継続 計 構成比 

電話 155 258 413 14.4%

来所 20 1047 1067 37.1%
メール 44 649 693 24.1%

アウトリーチ 7 411 418 14.5%

出張相談等 28 54 82 2.9%

小計 254 2419 2673

連携 - 204 204 7.1%
計 254 2623 2877 100%

※「電話」にオンライン相談 1件を含む 

 ○相談方法内訳（合計） 
  新規 継続 計 構成比 

電話 185 287 472 14.6%
来所 25 1106 1131 34.9%
メール 54 836 890 27.5%
アウトリーチ 18 430 448 13.8%

出張相談等 28 58 86 2.7%
小計 310 2717 3027

連携 0 210 210 6.5%
計 310 2927 3237 100%

※「電話」にオンライン相談 2件を含む 

３．ひきこもり相談から当法人の精神科デイケアを活用したケース 

 ○精神科デイケアへの通所 

 北海道 札幌市 総計

令和 5年度 2 7 9 
平成 27 年度～令和 4年度 - 40 

79 
平成 21 年度～令和 4年度 39 - 

計 41 47 88 
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○ひきこもり外来状況 

 北海道 札幌市 総計

年度
令和 5年度 平成 21 年度～

令和 4年度

令和 5年度 平成 27 年度～

令和 4年度

新規ケース 2名 68 名 29 名 139 名 238 名 

延べ回数 21 回 447 回 750 回 2,489 回 3,707 回 

ｂ 支援ネットワークの構築等 

１．ひきこもり支援者連絡会議実施状況（北海道） 

「ひきこもり相談会・研修会」として、各保健所および市町村に希望確認後、連絡調整

し、研修会等をオンラインも含め実施した。今年度は約 250 名の参加があった。 
月 日 実  施  内  容 備 考 

6 29 京極町（倶知安保健所） 研修会（講師） 参加者 18 名 

8 8 月形町（岩見沢保健所） ケース検討・個別相談 - 

9 11 置戸町（北見保健所） 研修会（講師） 参加者 9名 

10 3
4

枝幸町（稚内保健所） 研修会（講師）・ケース検討・個別相談 参加者 20 名 
※ひきこもり元当事者同行 

10 23 帯広市（帯広保健所） 研修会（講師） 参加者 49 名 

10 24 広尾町（帯広保健所） 研修会（講師）・個別相談 参加者 20 名 

11 6 釧路町（釧路保健所） 研修会（講師）・ケース検討・個別相談 参加者 18 名 

11 14 壮瞥町（室蘭保健所）ケース検討・個別相談 - 

11 21 南幌町（岩見沢保健所）ケース検討 - 

12 5 旭川市（旭川保健所） 研修会（家族交流会） ※ひきこもり元当事者同行 

12 28 倶知安町（倶知安保健所）研修会 参加者 52 名 

1 16 本別町（帯広保健所）研修会（民生委員）※来所 参加者 13 名 

1 30 千歳市（千歳保健所） 研修会（家族交流会） 参加者 21 名 

2 8 恵庭市（千歳保健所）研修会 参加者 21 名 

3 12 北広島市（千歳保健所）ケース検討 - 

２ ひきこもり出張無料相談会・よりどころ実施状況（札幌市） 

 〇ひきこもり出張無料相談会実施状況 

当センターの通常相談の開設日は平日の日中である。相談者によっては、平日の日中

は「仕事があり相談ができない」等、多様なニーズが考えられる。そのため、「ひきこ

もり出張無料相談会」は各月 4回程度（平日水曜日 2回、土曜日・日曜日 1 回ずつ）13：

30～16：00 に実施した(1 回あたり最大 4件まで予約可）。 

「ひきこもり出張無料相談会」の実施にあたっては、当センターのホームページ、10

区役所・10 区民センターおよび他関係機関へのチラシ配布等で周知を行った。各回、申

込状況に合わせて相談員を調整した。 

〇居場所「よりどころ」（親の会・当事者会）への専門職の派遣 

NPO 法人レター・ポスト・フレンド相談ネットワークが実施している居場所「よりどこ

ろ」に「親の会」へ相談員を派遣した。また、「親の会」では月 1 回、「学習会」とし

て、「親の接し方や声掛け、病気や障害について等」、当センターから参加者に向けて

伝えた。よりどころから新規相談に繋がったケースや、以前相談歴があり、「よりどこ

ろ」がきっかけで再相談に至ったケース、当センターの相談者が「親の会・当事者会」

に繋がるケースもあり、社会資源の 1つになっている。 
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ｃ 普及啓発、事業概要説明 

問い合わせ、相談先の掲載、インタビュー（報道機関や大学の研究等）やアンケート協力、

リーフレット送付インターネットによる発信等により、ひきこもりに関する正しい知識の普

及に努めた。「当センターを知ったきっかけ」として、「ホームページ」がもっとも多い。 

○ひきこもり相談ホームページアクセス件数（各ページ合計） 

・令和 5年度（15,616 件） ※1日あたり約 43 回のアクセス 

 ③研修会 

〇ひきこもり支援機関関係職員等研修会 

月 日 実  施  内  容 備 考 

3
25
～
31

令和5年度ひきこもり支援機関関係職員等研修会「不登校とひきこもり」
インターネット配信期間：3/25(月)～3/31(日) 
講師：元不登校経験者 2名（当センター相談者） 

参加者居住地内訳：北海道 144 名(札幌市以外)、札幌市 53名、道外 8名

※講師：コーディ

ネーター3名

※ひきこもりサポーター養成研修事業も兼ねている。 

※例年行う研修会は、コロナ禍を機に、録画配信による「インターネット配信」研修会とし

たが、遠方であっても参加しやすさがあるため、引き続き「インターネット配信」による研

修会として行っていく。申込者にはパスワードを通知し限定公開とし、1 週間（24 時間いつ

でも）閲覧できるよう工夫を凝らした。 

〇ひきこもりサポーター養成研修事業 

月 日 実  施  内  容 備 考 

3
25
～
31

令和5年度ひきこもり支援機関関係職員等研修会「不登校とひきこもり」
インターネット配信期間：3/25(月)～3/31(日) 
講師：元不登校経験者 2名（当センター相談者） 

参加者居住地内訳：北海道 93名(札幌市以外)、札幌市26 名、道外 2名

※講師：コーディ

ネーター3名

※ひきこもり支援機関関係職員等研修会も兼ねている。 

※例年行う研修会は、コロナ禍を機に、録画配信による「インターネット配信」研修会とし

たが、遠方であっても参加しやすさがあるため、引き続き「インターネット配信」による研

修会として行っていく。申込者にはパスワードを通知し限定公開とし、1 週間（24 時間いつ

でも）閲覧できるよう工夫を凝らした。 
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資 料 編

１ 理事・監事・顧問・参与・評議員名簿        (令和 6年 3月 31 日現在) 

役  職   氏      名        所                        属 

理 事 長  阿 部 幸 弘  こころのリカバリー総合支援センター所長 

副理事長  松 原 良 次  北海道精神病院協会会長 札幌花園病院院長 

常務理事  蓑 島 信 彦  北海道精神保健推進協会事務局長 

理 事  高 橋 義 人 北海道精神神経科診療所協会会長 桑園メンタルクリニック院長 

理 事  小 出 英 子  ＮＰＯ法人オーク会副理事長 

理 事  人 見 嘉 哲  北海道保健福祉部技監 

理 事  成 澤 元 宏 札幌市保健福祉局 障がい保健福祉部長 

理 事  中 村 末太郎  北海道精神障害者家族連合会会長 

理 事  南 部   賢 
北海道中小企業家同友会札幌支部インクルーシブ委員会委員長
光情報通信株式会社代表取締役 

監 事  竹 内   巌  北洋銀行常勤監査役 

監 事  兒 玉 真 史  北海道新聞社常勤監査役 

評 議 員  石 山 貴 博  ＮＰＯ法人精神障害者回復者クラブすみれ会副理事長 

評 議 員  大 澤 恵留美 北海道大学病院リハビリテーション部技師長 

評 議 員  岡 崎 大 介  北海道精神保健福祉センター所長 

評 議 員 鎌 田 隼 輔 札幌市保健福祉局精神保健福祉センター所長 

評 議 員  菅  原 悦  子  NPO法人札幌市精神障害者家族連合会会長 

評 議 員  池 田 桂 子 こころのリカバリー総合支援センター「リラの会」会長

評 議 員  矢 部 滋 也  一般社団法人北海道ピアサポート協会代表理事 

評 議 員  田 中 美奈子 こころのリカバリー総合支援センター医療参事

評 議 員  土 肥 一 一  こころのリカバリー総合支援センターＯＢ会会長 

評 議 員 西 村 正 樹 認定ＮＰＯ法人ＤＰＩ（障害者インターナショナル）日本会議 副議長

２ 財団法人設立から、今日までの経過等 

昭和６２年 ７月 ７日 財団法人設立準備委員会発足（第１回会議）

      〃   ８月１０日 財団法人北海道精神保健推進協会（仮称）設立準備委員会 

（第２回会議） 

      〃   ８月１１日 財団法人北海道精神保健推進協会（仮称）設立発起人会 

（設立総会） 

   昭和６２年 ８月２０日 民法第３４条の規定に基づく財団法人北海道精神保健推進 

協会設立許可申請 

     〃   ９月 １日 同上許可（北海道知事） 

     〃   ９月 １日 財団法人北海道精神保健推進協会事務局設置 

     〃   ９月１０日 法人登記 



３９

  平成 元年 ２月１６日 「札幌デイ・ケアセンター」開設 

   〃 ２１年 ４月 １日 「こころのリカバリー総合支援センター」に改称 

   〃 ２４年 ４月 １日 財団法人から公益財団法人へ移行 

   〃 ２６年 ６月１６日 就労継続支援Ｂ型事業所「ここリカ・プロダクション」開設 

   〃 ２８年 ６月１６日 就労移行支援事業所「ここスタ」開設             

〃 ２８年 ６月１６日 相談支援事業所「ココクル」開設

〃 ３０年 ４月 １日 就労定着支援事業所開設（ここリカ・プロダクション内） 

令和 ２年 ４月 １日 就労移行支援事業所「ここスタ」の名称を多機能型事業所 

「ここリカ・プロダクション」に統一

３ 施設の概要 

（１）「こころのリカバリー総合支援センター」 

所在地  札幌市白石区平和通 17 丁目北 1番 13 号  

建物構造 鉄筋コンクリート 1部 2階建  

面積   敷地面積           4,819.66 ㎡ 

建築延面積           1,793.7 ㎡ 

・管理訓練棟        1,315.5 ㎡ 

 （うち 90.7 ㎡を「ここプロ」「ココクル」で使用） 

・体育館             463.20 ㎡ 

・附属建物         15.00 ㎡ 

付属設備    テニスコート         1 面 

  （２）「ここリカ・プロダクション」 

所在地  札幌市白石区平和通 15 丁目北 13 番 18 号 

建物   民間住宅借上 木造 3ＬＤＫ   90.26 ㎡ 

４ 基本財産 

基本財産の総額は 5,000 万円で、すべて関係団体の寄附金及び北海道、札幌市からの

出捐金であり、その内訳は次表のとおりである。 
（単位：円）    

機 関、団 体 名  金 額 

北海道精神病院協会 10,000,000 

北海道精神障害者家族連合会 10,000,000 

札幌市婦人福祉推進協会 10,000,000 

北海道  10,000,000 

札幌市 10,000,000 

計 50,000,000 


